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いつでも自分から動く子  わたしもあなたも大事にする子  

まなびを楽しみ表現する子   つながりから成長する子 
令和６年度重点目標 

｢きたえよう！やさしさ+１ ｣ 

前期を振り返って… 
 今年の残暑も長くなると言われ、９月はその通りに気温が高い日が続きましたが、秋分の日を過ぎた

辺りから、少しずつ秋の気配が色濃くなってきたようです。 

昔の人は「暑さ寒さも彼岸まで」という有名な言葉を残しましたが、地球温暖化が指摘される現在で

も、その言葉はまだ生きていると言えそうです。 

 さて、令和６年度の教育課程も、半分が過ぎようとしています。 

 この前期を振り返ってみますと、４月から教員の数が不足している状況が続き、まるで綱渡りのよう

な毎日ではありましたが、お陰様で何とか持ちこたえることができたと言えそうです。 

それができたのは、子どもたち、保護者並びに地域の皆様、教職員が同じ方向を向いて教育活動を進

められたからではないかと思っています。 

指示待ちではなく自分で考えて行動できるように成長できた子どもたち、「何かお手伝いができるこ

とがあったらいつでも声を掛けてください…」と学校に惜しみなく協力をしていただいた保護者や地

域の皆様、学級や学年の枠にこだわらずに子どもたちをチームで育てようと意識した教職員、それぞれ

が目の前の課題に対して真摯に取り組んだ成果だったと考えています。 

さらに、さまざまな特性や発達的な課題を抱えたお子さんに対しても、皆様からも十分な理解と温か

な支援を賜ることができ、多様性や包括性を大事にしなければいけない今の教育への追い風になった

ことは間違いありません。 

学校便り９月号で紹介した通り、ようやく不足していた教員が補充されます。ただし、それに甘んじ

ることなく、これまで積み上げてきた実績を大事にしていく所存です。 

今後ともご理解ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

ところで、４月５日始業式で全校児童の前で宣言した「私の+１」の取組の結果を公表する日（10 月

11 日前期終業式）が近づいて来ました。私なりにこの半年間、見通しをもち、毎日実践し、振り返り、

さらに次の見通しをもち…を繰り返してきた成果を子どもたちに具体で伝えようと思っています。 

この書面でもお伝えしようと思えばできますが、衝撃の結果発表はもう少しとっておきます。 

                                 （校長 望月 敏行） 

＜お知らせ＞ 
①  10 月５日（土）に PTA 親子奉仕作業として、校内のトイレ掃除を行いま
す。普段の掃除でも子どもたちがトイレ掃除を行っていますが、薬品（宮﨑
クリニックからの寄贈）を使っての掃除は年に一度、大人の力を借りて行っ
ています。参加者の追加募集も行いましたが、期待していた数に届かずに作
業の簡略化等の対応をとらなければいけない状況です。「できる時に、でき
る人が、できることを」のコンセプトに従った本校 PTA 活動として、「でき
る人」をまだ募集しています。 
改めまして、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

11 月の主な行事予定 


